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〜内　容〜

　

令
和
５
年
４
月
８
日
（
土
）

横
浜
研
修
セ
ン
タ
ー
に
て
、
３

年
ぶ
り
に
地
区
連
絡
協
議
会
が

開
催
さ
れ
た
。

　

開
会
を
木
村
朗
副
会
長
が
、

挨
拶
を
金
子
守
男
会
長
が
行
っ

た
。
そ
の
中
で
、
先
日
行
わ
れ

た
神
奈
川
県
歯
科
医
師
会
会
長

予
備
選
挙
に
触
れ
、
結
果
も
大

事
だ
が
同
窓
会
が
１
本
に
ま
と

ま
っ
た
事
へ
の
お
礼
を
述
べ
ら

れ
、
今
後
も
協
力
を
と
お
願
い

さ
れ
た
。

　
報 

告

　

金
子
宣
由
専
務
よ
り
報
告
。

昨
年
夏
以
降
、
事
業
を
再
開
し

は
じ
め
た
。
６
月

の
県
人
会
ワ
イ
ン

会
、
厚
生
の
ゴ
ル

フ
や
親
睦
釣
り
会

の
ほ
か
、
学
術
な

ど
は
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
配

信
に
よ
っ
て
松
尾

先
生
、
児
玉
先
生

の
講
演
を
合
計
６

回
の
シ
リ
ー
ズ
で

行
っ
た
。
新
年
会

は
コ
ロ
ナ
の
状
況

か
ら
、
来
賓
な
し

で
理
事
の
み
６０
名

ほ
ど
で
開
催
し

た
。
来
年
は
横
浜

ベ
イ
ホ
テ
ル
東
急

に
て
２
月
３
日

（
土
）に
開
催
予
定
。

　

大
学
か
ら
は
、

国
家
試
験
結
果
に

つ
い
て
説
明
。私
立
で
７
番
目
、

新
規
既
卒
で
64
・
4
％
の
合
格

率
。
毎
年
65
％
前
後
で
推
移
し

て
い
る
。
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
で

は
本
部
棟
を
新
築
中
。
4
月
よ

り
日
本
橋
三
越
内
に
て
、
自
費

治
療
専
門
の
「
歯
科
健
脳
ク
リ

ニ
ッ
ク
日
本
橋
」
を
開
設
。
健

康
寿
命
延
伸
の
コ
ン
セ
プ
ト
の

も
と
、
歯
科
だ
け
で
は
な
く
認

知
症
も
含
め
た
オ
ー
ダ
ー
メ
イ

ド
の
治
療
を
行
っ
て
い
く
。
ほ

か
に
も
「
羽
田
空
港
第
3
タ
ー

ミ
ナ
ル
歯
科
」
も
開
設
。

　

大
舘
顧
問
か
ら
は
、
3
月
に

開
催
さ
れ
た
大
学
評
議
員
会
の

報
告
が
あ
っ
た
。

　

金
子
会
長
よ
り
、
今
年
度
は

１
１
４
名
の
入
学
（
定
員
１
１

５
名
）
が
あ
り
、
引
き
続
き
入

学
希
望
者
の
紹
介
を
お
願
い
さ

れ
た
。
本
部
棟
新
築
の
寄
付
に

つ
い
て
も
、
重
ね
て
お
願
い
が

あ
っ
た
。

各
地
区
よ
り
報
告

西
区
：
三
宅
忠
隆
君
…
初
参
加
。

現
在
、
同
窓
会
と
し
て
の
活
動

は
行
わ
れ
て
い
な
い
。

南
区
：
島
田
優
子
君
…
酒
井
康

友
君
の
代
理
。
コ
ロ
ナ
禍
で
活

動
少
な
い
。

港
南
区
：
木
村
茂
之
君
…
以
前

中郡二宮町　吾妻山公園より　眼下に相模湾を望む

○
令
和
４
年
度　

地
区
連
絡
協
議
会
（
そ
の
１
）……
…
…
一
面

○
令
和
４
年
度　

地
区
連
絡
協
議
会
（
そ
の
２
）

　
神
奈
川
歯
科
大
学　

学
外
例
会
特
別
講
演
：
不
島
健
持
教
授
……
二
面

○�

神
奈
川
歯
科
大
学　

学
外
例
会
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　

地
区
だ
よ
り
・
親
睦
釣
り
会
・
新
入
会
員
・
訃
報
…
…
三
面

○
聞
き
た
い
授
業
！　

眞
鍋
雄
太
教
授
…
…
…
…
…
…
…
四
面

よ
り
問
題
提
起
し
て
い
る
が
、

港
南
で
は
支
部
の
歯
科
医
師
会

に
加
入
し
て
い
な
い
と
同
窓
会

に
も
入
れ
な
い
が
、
送
ら
れ
て

き
た
名
簿
に
は
（
港
南
の
）
同

窓
会
員
と
し
て
非
会
員
が
記
載

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
で
は
現
会

員
に
説
明
で
き
な
い
。
お
考
え

を
お
聞
き
し
た
い
。

金
沢
区
：
清
水
洋
子
君
…
会
員

は
26
名
で
、
県
歯
会
員
で
は
未

入
会
者
含
め
て
38
名
。
未
入
会

の
7
名
と
は
メ
ー
ル
で
の
伝
達

が
出
来
て
い
な
い
状
況
。
コ
ロ

ナ
禍
の
中
、
忘
年
会
く
ら
い
し

か
出
来
て
い
な
い
。

保
土
ヶ
谷
区
：
長
井
慶
文
君
…

成
松
信
幸
君
の
代
理
。
昨
年
末

は
忘
年
会
を
開
催
。
今
年
度
は

勉
強
会
な
ど
も
開
催
予
定
。
新

規
入
会
に
つ
い
て
、
お
声
掛
け

は
し
て
い
る
が
厳
し
い
状
況
。

旭
区
：
土
屋
穂
秋
君
…
コ
ロ
ナ

禍
で
事
業
休
止
が
多
い
。
例
年

通
り
事
業
を
行
い
た
い
が
、
忘

年
会
く
ら
い
は
開
催
し
た
い
意

向
。

戸
塚
区
・
栄
区
・
泉
区
（
三
笠

会
）：
平
久
忠
輝
君
…
４
年
ぶ

り
に
総
会
を
開
催
。
新
入
会
員

と
し
て
5
名
入
会
し
、
全
体
で

64
名
。
し
ば
ら
く
何
も
出
来
な

か
っ
た
の
で
、
事
業
を
通
し
て

親
睦
を
深
め
て
い
く
。

神
奈
川
区
（
Ｊ
Ｊ
会
）：
堀
内

紀
廣
君
…
現
在
、
特
に
報
告
で

き
る
事
は
な
い
。

川
崎
：
安
藤
龍
一
君
…
3
年
ぶ

り
に
6
月
に
総
会
、
12
月
に
忘

年
会
を
開
催
予
定
。

瀬
谷
区
：
豊
田
河
清
君
…
先
日

の
選
挙
の
際
、
会
員
と
話
が
出

来
た
。
何
か
あ
れ
ば
連
絡
を
と

れ
る
状
況
に
は
あ
る
。

横
須
賀
：
井
上
宜
生
君
…
大
石

俊
一
君
の
代
理
。
3
年
ほ
ど
活

動
が
行
え
て
い
な
い
。
全
体
で

１
１
０
名
ほ
ど
会
員
が
い
る
。

理
事
会
は
毎
月
開
催
さ
れ
て
い

る
。
5
月
に
は
総
会
も
行
わ
れ

る
予
定
。

大
和
：
田
村
大
和
君
…
３
年
ほ

ど
新
年
会
な
ど
も
開
催
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
が
、
４
月
に
は
懇

親
会
を
予
定
し
て
い
る
。

茅
ヶ
崎
：
松
尾
裕
之
君
…
昨
年

暮
れ
よ
り
活
動
を
再
開
し
今

後
、年
間
行
事
を
こ
な
す
予
定
。

茅
ヶ
崎
は
同
窓
で
あ
れ
ば
会
員

非
会
員
に
関
わ
ら
ず
活
動
し
、

親
睦
を
図
っ
て
い
る
。

平
塚
：
戸
田
篤
志
君
…
平
塚
地

区
は
1
市
2
町
の
歯
科
医
師
会

会
員
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い

る
。
現
況
は
会
員
48
名
で
県
、

本
部
の
会
費
に
つ
い
て
は
支
部

よ
り
一
括
納
入
と
し
て
い
る
。

昨
年
度
よ
り
事
業
を
再
開
し
だ

し
、
5
月
の
定
時
総
会
は
30
名

程
の
出
席
に
加
え
、
県
同
窓
会

か
ら
は
金
子
会
長
と
専
務
に
も

お
越
し
い
た
だ
い
た
。
今
年
2

月
に
は
新
年
会
を
開
催
し
、
盛

況
で
あ
っ
た
。
今
後
は
5
月
に

定
時
総
会
、
7
月
に
は
湘
南
地

区
の
学
術
講
演
会
を
開
催
予

定
。
秋
頃
に
小
旅
行
、
来
年
度

は
大
旅
行
を
予
定
し
て
い
る
。

小
田
原
：
市
川
裕
之
君
…
コ
ロ

ナ
が
下
火
で
あ
っ
た
時
期
に
、

集
ま
れ
る
人
間
で
親
睦
会
を

行
っ
て
い
た
。
小
田
原
で
は
退

会
も
入
会
も
、
特
に
取
り
決
め

は
な
い
。地
区
に
い
る
同
窓
に
、

会
員
非
会
員
の
隔
て
な
く
親
睦

を
図
っ
て
い
る
。
新
入
会
の
際

に
は
県
同
窓
会
へ
の
加
入
も
進

め
て
い
る
。
県
の
会
員
は
現
在

14
名
。
学
術
等
を
行
う
マ
ン
パ

ワ
ー
が
不
足
し
て
お
り
、
後
進

を
中
心
と
し
た
活
動
の
み
に

な
っ
て
い
る
。

厚
木
：
荒
川
直
樹
君
…
と
く
に

集
ま
っ
て
の
活
動
は
し
て
い
な

い
が
、
１
月
に
10
名
ほ
ど
集

ま
っ
て
新
年
会
を
行
っ
た
。

　
協 

議

（
１
）
ア
ン
ケ
ー
ト
・
名
簿
調

査
に
つ
い
て

　

今
回
、
名
簿
を
改
定
す
る
に

あ
た
り
、
正
確
性
を
上
げ
る
た

め
調
査
を
行
っ
た
。
ま
た
、
ア

ン
ケ
ー
ト
を
集
計
し
た
結
果
に

つ
い
て
、
専
務
よ
り
説
明
。

港南区　木村茂之君

川崎地区　安藤龍一君

小田原地区　市川裕之君横須賀地区　井上宜生君

西区　三宅忠隆君

令和４年度 地区連絡協議会令和４年度 地区連絡協議会

３年ぶりに対面で開催された３年ぶりに対面で開催された

挨拶する金子会長
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Ｑ
１
：
地
区
で
の
組
織
構
成
に

つ
い
て
、
担
当
者
が
決
ま
っ
て

い
ま
す
か
？

　

大
体
の
地
区
は
会
計
ま
で
い

る
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
。
お
金

の
ほ
か
、
会
員
の
移
動
な
ど
、

会
計
が
把
握
し
て
い
る
場
合
が

多
く
あ
る
。
地
区
や
会
員
の
状

況
把
握
に
会
計
を
置
く
こ
と

を
、
県
同
窓
会
と
し
て
も
お
願

い
し
た
い
。

Ｑ
２
：
地
区
で
の
行
事
は
あ
り

ま
す
か
。

　

新
年
会
、
忘
年
会
を
行
っ
て

い
る
地
域
は
多
く
あ
っ
た
。
旅

行
や
ゴ
ル
フ
な
ど
も
少
な
い
が

見
ら
れ
た
。

Ｑ
３
：
地
区
内
で
の
連
絡
方
法

は
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
ま
す

か
？

　

今
回
の
選
挙
で
も
難
し
か
っ

た
点
で
、
メ
ー
ル
中
心
で
行
っ

た
が
問
題
も
多
か
っ
た
（
迷
惑

メ
ー
ル
扱
い
、
定
期
的
に
メ
ー

ル
チ
ェ
ッ
ク
が
な
い
等
）。
大

人
数
の
と
こ
ろ
は
難
し
い
が
、

ｌ
ｉ
ｎ
ｅ
の
利
用
は
良
い
の
か

な
と
思
う
。
急
ぎ
の
も
の
は
ｌ

ｉ
ｎ
ｅ
で
、
そ
う
で
な
い
も
の 

は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
。
今
後
は
ｌ
ｉ
ｎ
ｅ 

の
普
及
を
進
め
て
も
ら
い
た
い
。

Ｑ
４
：
メ
ー
ル
が
出
来
な
い
会

員
は
何
名
く
ら
い
い
ま
す
か
？

　

各
地
区
で
、
ど
な
た
が
出
来

な
い
か
把
握
し
て
い
た
だ
い

て
、
電
話
な
り
Ｆ
Ａ
Ｘ
な
ど
で

フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

Ｑ
５
：
会
長
が
メ
ー
ル
で
き
な

い
時
、
代
理
の
人
が
決
ま
っ
て

い
ま
す
か
？

　

こ
の
点
も
、
会
計
の
先
生
が

受
け
て
い
た
だ
い
て
、
会
長
に

つ
た
え
る
な
り
し
て
い
た
だ
け

る
と
解
決
で
き
る
か
な
と
思
い

ま
す
。

Ｑ
６
：
新
入
会
員
へ
の
ア
プ

ロ
ー
チ
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま

す
。

　

時
間
が
た
つ
と
声
を
か
け
づ

ら
く
な
る
の
で
、
イ
ベ
ン
ト
や

講
演
会
な
ど
の
際
に
連
絡
を
取

る
な
ど
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。県
歯
理
事
会
で
は
毎
月
、

新
入
会
員
の
情
報
が
出
る
。
一

番
を
多
い
の
は
昭
和
、
次
に
鶴

見
。
神
奈
川
は
３
、
４
番
あ
た

り
。大
変
難
し
い
と
こ
ろ
だ
が
、

各
地
区
で
の
更
な
る
ア
プ
ロ
ー

チ
を
お
願
い
し
た
い
。

Ｑ
７
：
２
世
会
員
に
つ
い
て
の

入
会
率
に
つ
い
て

　

２
種
で
も
入
っ
て
い
た
だ
け

る
と
、
そ
の
後
の
１
種
へ
の
移

行
が
ス
ム
ー
ズ
に
出
来
た
り
す

る
の
で
、
２
世
会
員
の
取
り
込

み
に
つ
な
げ
て
頂
き
た
い
。

金沢区　清水洋子君

Ｑ
８
：
地
区
の
会
員
の
把
握
状

況
を
お
聞
き
し
ま
す

　

今
回
、
名
簿
を
お
送
り
し
た

が
、
そ
の
辺
を
精
査
し
て
い
た

だ
き
、
行
方
不
明
の
先
生
や
閉

院
の
状
況
な
ど
を
チ
ェ
ッ
ク
し

て
い
た
だ
い
て
、
こ
ち
ら
の
ほ

う
に
情
報
を
い
た
だ
け
る
と
助

か
り
ま
す
。

（
２
）
会
員
種
別
に
つ
い
て

　

現
在
、
３
種
会
員
は
10
名
程

度
ま
で
増
加
し
た
。
こ
れ
か
ら

閉
院
さ
れ
る
先
生
が
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
メ
リ
ッ
ト

等
ご
説
明
し
て
３
種
の
ほ
う
に

移
行
を
お
願
い
し
ま
す
。
３
種

移
行
の
目
的
に
は
、
出
来
る
だ

割
が
あ
り
、
炎
症
の
深
部
波
及

を
阻
止
す
る
。
後
戻
り
予
防
策

と
し
て
歯
槽
頂
上
繊
維
の
切
断

（
セ
プ
ト
ト
ミ
ィ
）が
有
効
と
さ

れ
て
き
た
が
、あ
ま
り
行
わ
れ
て 

い
な
い
の
が
現
状
で
は
な
い
か
。

　

歯
周
組
織
に
対
す
る
矯
正
治

療
の
影
響
に
は
良
い
面
（
歯
列

不
正
の
解
消
に
よ
り
歯
周
組
織

の
改
善
を
促
し
、
歯
周
病
リ
ス

ク
因
子
を
抑
制
す
る
）
と
悪
い

面
（
動
的
矯
正
治
療
の
結
果
、

歯
周
組
織
に
為
害
作
用
を
及
ぼ

け
会
員
で
い
て
頂
き
た
い
と
い

う
こ
と
と
、
派
遣
歯
科
医
師
制

度
を
確
立
す
る
に
あ
た
り
、
３

種
の
先
生
に
ご
協
力
頂
け
れ
ば

と
考
え
て
い
る
。

（
３
）
事
前
質
問
に
つ
い
て

１
．
前
回
の
連
絡
協
議
会
で
大

学
か
ら
の
派
遣
歯
科
医
師
制
度

を
１
年
以
上
使
っ
て
い
る
医
院

が
あ
る
と
の
事
で
、
こ
の
話
は

上
層
部
で
も
う
一
度
検
討
す
る

と
い
う
事
で
し
た
が
、
ど
う

な
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

　

今
の
共
助
の
派
遣
医
制
度
で

は
、
診
療
に
行
か
れ
て
い
る
先

生
は
、
個
人
の
契
約
で
そ
の
医

院
と
約
束
し
て
い
た
た
め
に
、

長
期
に
派
遣
を
行
っ
て
い
ま
し

た
。
た
だ
、
別
の
派
遣
の
事
例

で
は
介
入
し
て
引
き
上
げ
て
も

ら
う
形
に
な
る
。
様
々
な
事
例

が
起
き
て
く
る
が
、
派
遣
医
制

度
の
規
約
が
あ
る
。
お
お
ま
か

な
と
こ
ろ
は
規
約
に
な
っ
て
い

て
、
そ
の
ほ
か
は
重
要
事
項
説

明
書
と
い
う
の
を
付
け
て
い

る
。
そ
こ
に
個
々
の
事
例
が
の

せ
て
あ
り
、
そ
れ
を
使
っ
て
説

明
す
る
こ
と
で
、
今
後
ト
ラ
ブ

ル
が
な
い
よ
う
に
今
の
と
こ
ろ

は
な
っ
て
い
る
。
最
近
で
は
２

件
ほ
ど
事
例
が
あ
っ
た
。
問
い

合
わ
せ
は
、
ぼ
ち
ぼ
ち
来
て
い

る
状
況
。

　

地
区
の
先
生
に
問
い
合
わ
せ

が
あ
り
ま
し
た
ら
、こ
ち
ら（
金

子
専
務
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

　

現
在
、
大
学
か
ら
の
派
遣
は

行
っ
て
い
な
い
。
１
年
と
い
う

の
は
長
い
の
で
、
今
後
は
１
カ

月
を
め
ど
に
お
願
い
し
た
い
。

こ
こ
に
３
種
の
先
生
が
関
わ
っ

て
い
た
だ
け
る
と
良
い
の
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

三
笠
会　

平
久
君
：
病
気
等
だ

け
で
は
な
く
、
女
性
会
員
の
妊

娠
（
出
産
）
の
際
な
ど
で
も
、

派
遣
医
制
度
を
使
え
る
と
良
い

と
考
え
て
い
る
。
検
討
を
お
願

い
し
た
い
。

金
子
会
長
：
貴
重
な
ご
意
見
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
取
り

組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

２
．
県
へ
の
入
会
条
件
と
支
部

へ
の
入
会
条
件

　

県
同
窓
会
と
し
て
は
、
な
か

な
か
一
本
化
す
る
の
は
難
し
い

状
況
。
各
支
部
に
お
任
せ
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

港
南
区　

木
村
君
：
港
南
と
し

て
は
名
簿
に
載
せ
な
い
で
ほ
し

い
。
こ
ち
ら
か
ら
は
再
三
ア
プ

ロ
ー
チ
も
し
て
い
る
状
況
。
せ

め
て
県
に
入
れ
る
の
で
あ
れ
ば

一
言
、
こ
ち
ら
に
連
絡
し
て
ほ

し
い
。

３
．
今
回
「
県
歯
会
長
予
備
選

挙
の
意
識
調
査
」
を
行
う
に

至
っ
た
経
緯
を
説
明
し
て
頂
き

た
い
。

　

各
地
区
に
お
い
て
ど
れ
く
ら

い
ま
と
ま
っ
て
い
る
の
か
を
確

認
し
た
い
と
い
う
事
で
、
こ
れ

を
行
っ
た
。

　

荒
井
正
博
副
会
長
の
閉
会
の

辞
に
て
解
散
と
な
り
、そ
の
後
、

懇
親
会
も
行
わ
れ
た
。

　

神
奈
川
歯
科
大
学
第
１
７
０

回
例
会
が
令
和
５
年
２
月
18
日

（
土
）神
奈
川
歯
科
大
学
附
属
横

浜
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
お
い
て
開
催

さ
れ
、不
島
健
持
教
授
に
よ
る

特
別
講
演
が
行
わ
れ
た
。

　

わ
た
く
し
の
個
人
的
な
臨
床

課
題
と
し
て
、
矯
正
治
療
に
お

け
る
歯
の
移
動
は
予
知
的
（
矯

正
用
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
）
で
効
率

的（
新
た
な
治
療
メ
カ
ニ
ク
ス
）

で
あ
り
、
安
全
で
あ
る
（
偶
発

症
の
抑
制
）
と
い
う
こ
と
を
追

求
し
て
き
た
。

　

こ
こ
15
～
20
年
く
ら
い
で
矯

正
用
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
が
定
着
し

て
き
た
。
矯
正
の
歯
の
移
動
で

は
固
定
源
の
確
保
は
非
常
に
重

要
で
あ
り
、
治
療
の
成
否
に
大

き
く
影
響
す
る
。
矯
正
用
イ
ン

プ
ラ
ン
ト
を
使
う
と
今
ま
で
で

き
な
か
っ
た
移
動
が
予
知
的
に

達
成
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
そ

の
中
で
も
植
立
し
や
す
い
口
蓋

に
特
化
し
た
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
が

こ
こ
10
年
く
ら
い
で
増
え
て
き

て
い
る
。

　

成
人
歯
科
矯
正
に
お
い
て
今

後
、
よ
り
高
齢
者
が
対
象
に

な
っ
て
き
た
場
合
に
は
、
歯
周

病
の
リ
ス
ク
背
景
と
い
う
も
の

を
理
解
し
て
治
療
に
臨
ま
な
く

て
は
な
ら
な
い
。

　

歯
槽
頂
上
繊
維
群
は
、
歯
牙

が
歯
周
組
織
に
植
わ
っ
て
い
る

入
り
口
部
分
に
当
た
る
と
こ
ろ

に
あ
り
、
封
鎖
に
関
係
し
て
い

る
。
特
に
歯
間
水
平
繊
維
群
は

重
要
で
、
根
尖
方
向
へ
の
炎
症

拡
散
に
対
す
る
バ
リ
ア
ー
の
役

１
面
か
ら
つ
づ
く

挨拶する荒井正博副会長

神
奈
川
歯
科
大
学
　

高
度
先
進
歯
科
矯
正
学
分
野
　�

不
島
健
持
教
授

歯
科
矯
正
学
分
野

神
奈
川
歯
科
大
学
学
会　

第
１
７
０
回
例
会　

神
奈
川
歯
科
大
学
同
窓
会　

共
催

歯
周
組
織
に
対
す
る
矯
正
治
療
特
有
の

歯
周
組
織
に
対
す
る
矯
正
治
療
特
有
の

ｊ
ｉ
ｇ
ｇ
ｌ
ｉ
ｎ
ｇ
型
咬
合
性
外
傷
の
影
響

ｊ
ｉ
ｇ
ｇ
ｌ
ｉ
ｎ
ｇ
型
咬
合
性
外
傷
の
影
響

茅ケ崎地区　松尾裕之君

平塚地区　戸田篤志君

す
）が
あ
り
、歯
周
組
織
に
対
す

る
外
力
（
咬
合
力
、矯
正
力
）の

影
響
を
知
る
必
要
が
あ
る
。
そ

の
中
で
も
、
咬
合
性
外
傷
に
対

す
る
研
究
が
多
く
、
典
型
的
な

も
の
と
し
て
ｊ
ｉ
ｇ
ｇ
ｌ
ｉ
ｎ

ｇ
型
咬
合
性
外
傷
が
あ
る
。
咬

合
性
外
傷
を
与
え
た
時
の
歯
周

組
織
の
変
化
を
、
細
菌
性
炎
症

の
有
無
で
調
べ
た
研
究
が
非
常

に
多
い
。
細
菌
性
炎
症
が
起
き

る
と
水
平
性
の
骨
吸
収
が
起

き
、
ク
リ
ニ
カ
ル
ア
タ
ッ
チ
メ

ン
ト
レ
ベ
ル
は
低
下
す
る
。
細

菌
性
炎
症
に
加
え
て
、
ｊ
ｉ
ｇ

ｇ
ｌ
ｉ
ｎ
ｇ
型
咬
合
性
外
傷
が

起
こ
る
と
、
垂
直
性
の
骨
吸
収

と
歯
周
炎
の
進
行
、
ク
リ
ニ
カ

ル
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
レ
ベ
ル
の

低
下
と
悲
惨
な
状
況
と
な
る
。

矯
正
治
療
も
歯
周
組
織
に
対
す

る
外
力
で
あ
り
、動
的
治
療（
矯

正
治
療
）
に
お
け
る
細
菌
性
炎

症
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
極
め
て

重
要
で
あ
る
と
い
え
る
。
歯
周

組
織
の
基
本
治
療
を
行
わ
な
い

で
矯
正
治
療
を
す
る
と
い
う
こ

と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
ｊ
ｉ
ｇ

ｇ
ｌ
ｉ
ｎ
ｇ
型
咬
合
性
外
傷
の

際
に
は
、
歯
の
動
揺
度
増
、
歯

根
膜
腔
の
拡
大
、
歯
槽
骨
頂
の

吸
収
、
骨
髄
腔
の
拡
大
が
み
ら

れ
る
が
、
ク
リ
ニ
カ
ル
ア
タ
ッ

チ
メ
ン
ト
レ
ベ
ル
は
変
化
し
な

い
。
こ
の
ま
ま
置
い
て
お
く
と

回
復
す
る
場
合
も
あ
る
。
以
上

よ
り
、
外
力
に
よ
り
歯
肉
縁
の

付
着
は
容
易
に
変
化
し
な
い
。

　

先
に
悪
い
点
と
し
て
挙
げ
た

矯
正
治
療
の
結
果
に
、
歯
周
組

織
へ
の
為
害
作
用
と
し
て
歯
周

炎
の
進
行
（
不
十
分
な
プ
ラ
ー

ク
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
）
と
プ
ラ
ー

ク
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
下
に
お
け
る

歯
肉
退
縮
の
進
行
が
あ
る
。

　

こ
の
点
は
未
解
明
の
部
分
が

多
い
が
矯
正
治
療
時
、
噛
ん
で

咬
合
接
触
し
て
揺
れ
て
い
る
歯

は
歯
肉
退
縮
し
や
す
い
の
で
は

な
い
か
と
い
え
る
。
非
抜
歯
症

例
で
は
上
顎
唇
頬
側
が
退
縮
し

や
す
く
、
上
顎
舌
側
は
歯
肉
退

縮
が
起
こ
り
に
く
い
。
逆
に
下

顎
の
舌
側
で
は
退
縮
が
起
こ
り

や
す
く
、
注
意
が
必
要
。

　

矯
正
治
療
に
お
い
て
歯
肉
退

縮
は
起
こ
っ
て
い
る
。
咬
合
性

外
傷
は
ク
リ
ニ
カ
ル
ア
タ
ッ
チ

メ
ン
ト
レ
ベ
ル
に
影
響
し
な

い
。
で
は
何
が
原
因
で
歯
肉
退

縮
が
進
行
し
て
い
る
の
か
。
細

菌
性
炎
症
が
抑
制
さ
れ
て
い
て

も
、
矯
正
治
療
中
の
咬
合
管
理

が
重
要
で
は
な
い
か
と
考
え
ら

れ
、
特
に
唇
舌
的
な
ｊ
ｉ
ｇ
ｇ

ｌ
ｉ
ｎ
ｇ 

ｆ
ｏ
ｒ
ｃ
ｅ
が
危

険
だ
と
感
じ
て
い
る
。

　

矯
正
治
療
特
有
の
ｊ
ｉ
ｇ
ｇ

ｌ
ｉ
ｎ
ｇ
型
咬
合
性
外
傷
が
歯

周
組
織
を
非
炎
症
的
に
傷
害
す

る
。歯
肉
の
血
流
動
態
と
し
て
、

咬
合
性
外
傷
時
（
咬
合
干
渉
の

際
）
の
歯
肉
血
管
虚
血
再
灌
流

の
際
に
、
活
性
酸
素
種
が
作
用

し
て
細
胞
組
織
に
ス
ト
レ
ス
応

答
を
引
き
起
こ
し
、
組
織
が
傷

害
を
受
け
る
可
能
性
が
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰
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依
岡　
　

聡（
27
回　

大　

和
）

大
野　

晃
教（
37
回　

南　

区
）

田
中　
　

翔（
45
回　

川　

崎
）

松
田
真
由
美（
28
回　

平　

塚
）

松
井　

徳
宏（
42
回　

平　

塚
）

２
種
会
員 

井
上　

麻
衣（
51
回　

横
須
賀
）

新
入
会
員

新
入
会
員

訃

報

訃

報

奥
平　

善
則
先
生
（
３
回　

中

区
）�

令
和
４
年
９
月
16
日

藤
山　
　

浩
先
生
（
11
回　

平

塚
）�

令
和
５
年
３
月
２
日

金
子
慎
一
郎
先
生
（
26
回　

港

南
区
）�

令
和
５
年
４
月
11
日

川
平　

孝
二
先
生
（
５
回　

磯

子
区
）�

令
和
５
年
４
月
14
日

　

こ
こ
に
故
人
の
ご
冥
福
を
お

祈
り
い
た
し
ま
す
と
共
に
謹
ん

で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

歯
科
・
健
脳
に
つ
い
て

　
高
橋
座
長
：
健
脳
と
は
脳
を

健
や
か
に
す
る
の
で
は
な
く
、

健
や
か
な
脳
に
保
つ
こ
と
が
重

要
と
理
解
し
た
の
で
す
が
、
こ

の
点
に
つ
い
て
も
う
少
し
詳
し

く
教
え
て
頂
き
た
い
。　

　
理
事
長
：
当
初
三
越
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
と
の
打
ち
合
わ
せ
の

中
で
、「
脳
機
能
医
療
疾
患
セ

ン
タ
ー
」
と
い
う
名
前
で
提
案

を
し
た
が
、
三
越
側
か
ら
解
り

に
く
い
と
い
う
指
摘
を
受
け
、

患
者
さ
ん
に
認
知
症
な
ど
イ

メ
ー
ジ
の
悪
い
言
葉
は
使
わ
ず

に
、
施
設
名
を
考
案
し
な
お
し

て
、「
歯
科
・
健
脳
」
と
い
う

言
葉
に
た
ど
り
着
い
た
。
こ
の

言
葉
の
意
味
は
、
脳
病
気
を
治

療
す
る
の
で
は
無
く
、
健
康
な

脳
を
維
持
す
る
。
脳
の
健
康
診

断
の
重
要
性
を
象
徴
し
た
言
葉

と
し
た
。
そ
し
て
そ
れ
が
三
越

側
の
新
し
い
医
療
コ
ン
セ
プ
ト

と
重
な
り
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
を
締
結
す
る
に
至
っ
た
。
実

際
、
認
知
症
は
物
忘
れ
な
ど
の

認
知
機
能
の
低
下
か
ら
日
常
生

活
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
知

ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
認
知
症

と
口
腔
内
の
状
態
が
密
接
に
関

係
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
て
き
て
、
口
腔
環
境
の
重

要
度
が
増
し
て
き
て
い
る
。

　
槻
木
先
生
：
健
脳
と
い
う
言

葉
は
、
脳
機
能
の
健
康
維
持
の

重
要
性
を
表
現
す
る
の
に
、
非

常
に
解
り
や
す
い
、
一
般
の
人

に
も
伝
わ
り
や
す
い
言
葉
だ
と

思
い
ま
す
。
私
の
唾
液
の
研
究

に
も
、
舌
下
か
ら
分
泌
さ
れ
る

Ｂ
Ｄ
Ｎ
Ｆ
が
再
吸
収
さ
れ
、
脳

内
の
海
馬
で
Ｇ
Ａ
Ｂ
Ａ
を
増
や

す
効
果
が
分
か
っ
て
き
た
。
そ

れ
に
よ
り
ス
ト
レ
ス
に
強
い
マ

ウ
ス
に
な
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。 

唾
液
の
成
分
が
脳
の
健
康
に
役

立
っ
て
い
る
。
最
近
で
は
唾
液

中
に
ラ
ク
ト
フ
ェ
リ
ン
と
い
う

抗
菌
物
質
が
あ
り
ま
す
が
、
認

知
症
に
な
る
と
ラ
ク
ト
フ
ェ
リ

ン
が
早
期
か
ら
減
少
す
る
こ
と

が
分
か
っ
て
き
た
。ラ
ク
ト
フ
ェ

リ
ン
と
認
知
症
は
密
接
に
関
係

し
て
い
る
よ
う
で
、
認
知
症
の

マ
ー
カ
ー
と
な
り
う
る
可
能
性

が
あ
る
と
研
究
が
さ
れ
て
い
る
。

　

児
玉
先
生
：
歯
周
病
と
脳
の

関
係
性
が
密
接
に
関
わ
り
あ
っ

て
る
と
い
う
状
況
証
拠
が
大
分

出
そ
ろ
っ
て
き
た
。
ア
ル
ツ
ハ

イ
マ
ー
型
認
知
症
で
亡
く
な
っ

た
患
者
さ
ん
の
脳
の
中
を
調
べ

る
と
、
半
分
く
ら
い
の
人
が

P.gingivalis

を
持
っ
て
い
る
。

歯
の
残
存
歯
数
も
認
知
症
の
人

の
方
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
ま
ず
歯
科
・

健
脳
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
、

P.gingivalis

の
簡
易
検
査
を
し

て
、
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
し
て
、
歯

科
的
・
内
科
的
に
治
療
の
プ
ロ

ト
コ
ル
を
変
え
て
い
く
。そ
れ
と
、

東
洋
医
学
を
併
用
し
て
、
体
内

か
ら
、
老
廃
物（
ア
ミ
ロ
イ
ド
β
）

な
ど
を
出
し
て
い
き
、
予
防
を

施
す
。
ア
ミ
ロ
イ
ド
β
は
20
年

か
ら
25
年
か
か
り
蓄
積
さ
れ
て

く
る
も
の
な
の
で
、
早
期
に
予

防
に
努
め
る
。
健
脳
と
は
、
認

知
症
を
よ
り
早
い
段
階
か
ら
因

子
を
見
つ
け
、
20
年
25
年
前
よ

り
予
防
に
努
め
る
未
来
志
向
型

の
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
目
指
す
。

　

理
事
長
：
今
現
在
、
一
般
の

人
が
気
に
し
て
い
る
病
気
の

キ
ー
ワ
ー
ド
は
認
知
症
で
あ
り
、 

数
年
前
の
高
血
圧
や
脳
卒
中
・

骨
粗
鬆
症
よ
り
も
圧
倒
的
に
関

心
が
高
い
。ま
た
10
年
後
に
は
、

日
本
橋
界
隈
は
再
開
発
が
行
わ

れ
、
医
療
特
区
が
形
成
さ
れ
る

予
定
と
な
っ
て
い
る
。
歯
科
だ

け
で
は
な
く
、
新
し
い
健
脳
と

い
う
概
念
が
今
後
期
待
さ
れ
る

施
設
と
な
る
と
確
信
し
て
い
る
。

　

高
橋
座
長
：
実
際
の
治
療
の

進
め
方
は
ど
の
よ
う
に
な
る
で

し
ょ
う
？

　

児
玉
先
生
：
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
を
し
て
、
完
全
オ
ー
ダ
ー
メ

イ
ド
な
治
療
を
提
案
し
て
、
歯

科
的
治
療
と
内
科
的
な
治
療
に

移
行
す
る
。

　

高
橋
座
長
：
歯
科
・
健
脳
医

療
の
今
後
の
展
開
に
お
け
る
教

育
・
研
究
機
関
と
し
て
の
学
会

の
役
割
に
つ
い
て

　

槻
木
先
生
：
学
会
の
運
営
を

大
学
の
た
め
と
同
窓
会
と
の
コ

ラ
ボ
も
重
要
だ
と
考
え
て
い

る
。
な
る
べ
く
早
期
に
体
制
を

整
え
、
支
援
で
き
る
よ
う
に
し

た
い
と
思
う
。

　

理
事
長
：
若
手
の
育
成
に
つ

い
て
は
、
一
極
集
中
で
研
究
を

し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
無
駄
を

し
な
い
た
め
だ
と
思
う
。
し
か

し
そ
れ
で
は
、
新
し
い
も
の
は

生
ま
れ
て
こ
な
い
。
日
本
の
科

学
技
術
が
衰
退
し
た
の
は
、
ま

さ
に
こ
こ
が
原
因
で
あ
る
と
考

え
る
。
大
学
は
無
駄
が
で
き
る

よ
う
に
財
政
基
盤
を
整
え
、
自

由
な
研
究
を
支
え
て
い
く
体
制

を
築
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

令
和
５
年
２
月
18
日
（
土
）

午
後
7
時
よ
り
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ

ル
神
奈
中
１
Ｆ
「
楓
」
に
て
臨

時
総
会
な
ら
び
に
新
年
会
が
会

員
24
名
の
参
加
で
開
催
さ
れ
た
。

　

中
山
筆
頭
幹
事
の
司
会
進
行

の
も
と
臨
時
総
会
が
杉
崎
副
会

長
の
開
会
挨
拶
に
よ
り
始
ま
っ

た
。戸
田
会
長
の
挨
拶
の
あ
と
、

本
部
同
窓
会
副
会
長
の
鈴
村
佑

子
先
生
よ
り
本
部
同
窓
会
の
動

き
を
、
県
同
窓
会
副
会
長
の
荒

井
正
博
先
生
よ
り
県
同
窓
会
の

動
き
を
、
ま
た
戸
田
会
長
よ
り

平
塚
支
部
同
窓
会
の
近
況
や
今

後
の
予
定
と
し
て
定
時
総
会
、

市
民
公
開
講
座
の
告
知
な
ど
の

報
告
が
行
わ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
議
題
で
あ
る
次
期

平
塚
同
窓
会
会
長
つ
い
て
説
明

の
の
ち
戸
田
篤
志
会
長
の
再
任

が
盛
大
な
拍
手
の
も
と
全
会
一

致
で
承
認
さ
れ
た
。
戸
田
会
長

の
再
任
挨
拶
が
あ
っ
た
。
歓
談

中
、
金
子
守
男
県
同
窓
会
会
長

が
多
忙
の
中
、
駆
け
付
け
て
下

さ
り
挨
拶
を
い
た
だ
い
た
。
今

年
は
神
奈
川
県
歯
科
医
師
会
会

長
選
挙
が
控
え
て
お
り
、
同
窓

会
と
し
て
方
向
性
が
示
さ
れ
た

形
と
な
っ
た
。
そ
の
後
中
山
筆

頭
幹
事
に
よ
る
閉
会
の
辞
が
あ

り
総
会
は
閉
会
し
た
。

　

そ
の
後
、
松
本
顧
問
の
開
会

の
挨
拶
、
簑
島
利
文
平
塚
歯
科

医
師
会
会
長
の
乾
杯
の
発
声
に

よ
り
新
年
会
が
始
ま
っ
た
。

久
々
の
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
や
マ

ス
ク
会
食
の
な
い
会
と
あ
っ
て

食
事
も
お
い
し
く
た
い
へ
ん
盛

り
上
が
っ
た
。
あ
っ
と
い
う
間

に
時
間
は
過
ぎ
、
中
戸
川
副
会

長
の
閉
会
の
挨
拶
の
あ
と
ロ

ビ
ー
に
移
動
し
集
合
写
真
を

撮
っ
て
無
事
閉
会
と
な
っ
た
。

　

平
塚
駅
南
口
の
水
火
に
移
動

し
新
年
会
二
次
会
が
開
か
れ
た
。 

20
名
も
の
参
加
者
が
集
ま
り
小

林
通
宏
先
生
の
乾
杯
に
始
ま
り
、 

松
井
宏
榮
先
生
の
閉
会
の
挨
拶

ま
で
笑
い
声
の
絶
え
な
い
と
て

も
楽
し
い
会
と
な
っ
た
。

33
回
生 

近
藤　

大
祐　

記

　

令
和
４
年
最
後
の
釣
り
会
が

12
月
15
日
金
沢
八
景
黒
川
丸
に

て
開
催
さ
れ
た
。例
年
な
ら
ば
、

肝
パ
ン
の
時
期
、
カ
ワ
ハ
ギ
の

一
日
船
を
出
す
こ
と
に
な
る
が
、 

今
年
は
知
床
の
観
光
船
の
事
故

に
よ
り
、
そ
の
地
区
の
休
船
日

の
遠
走
り
の
出
船
に
制
限
が
か

か
り
、
竹
岡
沖
に
出
船
す
る
こ

と
が
無
理
と
な
っ
た
。

　

神
奈
川
歯
科
大
学
の
あ
る
横

須
賀
の
町
の
遠
景
を
船
か
ら
眺

め
な
が
ら
観
音
崎
を
回
り
東
京

湾
を
横
切
る
航
行
は
な
か
な
か

良
い
も
の
で
あ
っ
た
の
で
残
念

で
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
参
加

者
の
カ
ワ
ハ
ギ
を
や
り
た
い
と

い
う
強
い
希
望
が
あ
っ
た
の
で
、 

い
つ
も
最
初
に
向
か
う
ポ
イ
ン

ト
の
第
二
海
堡
周
り
に
限
り

や
っ
て
み
る
こ
と
に
し
た
。
そ

の
ポ
イ
ン
ト
の
水
深
は
浅
く
、

深
場
に
落
ち
て
行
く
魚
が
残
っ

て
い
る
か
は
未
知
数
で
あ
っ
た
。 

ア
タ
リ
が
無
い
場
合
は
早
め
に

切
り
上
げ
て
、
ア
ジ
へ
と
移
行

す
る
リ
レ
ー
釣
り
と
な
っ
た
。

　

当
日
は
天
気
も
良
く
、
12
月

と
は
思
え
な
い
ほ
ど
暖
か
で

あ
っ
た
。釣
り
初
め
て
一
時
間
、

案
の
定
エ
サ
取
り
も
無
く
、
皆

ボ
ウ
ズ
の
状
態
に
船
長
と
相
談

し
、
切
り
上
げ
て
ア
ジ
へ
と

移
っ
た
。
釣
り
場
に
は
他
に
一

隻
釣
り
船
が
居
た
が
釣
果
は
無

い
よ
う
に
見
え
た
。ア
ジ
は
中
・

大
型
出
て
お
土
産
の
確
保
が
出

来
沖
上
り
と
な
っ
た
。

　

令
和
５
年
の
釣
り
会
は
、
６

月
15
日
に
キ
ス
・
ア
ジ
の
リ

レ
ー
釣
り
を
行
い
ま
す
の
で
、

多
数
の
会
員
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

厚
生
常
務�

 
�

小
泉　

政
義　

記

第第
3030
回回  

親
睦
釣
り
会

親
睦
釣
り
会

松
尾　

良
平（
６
回　

小
田
原
）

疾
病
に
よ
る
閉
院　

３
種
に
変

更

種
別
変
更

種
別
変
更

地
区
だ
よ
り

平
塚
地
区

平
塚
地
区

臨
時
総
会

臨
時
総
会  

新
年
会

新
年
会

日　時：第31回　令和５年６月15日（木）
釣り物：キス・アジ
集合時間：６時30分　14時頃帰港予定
場　所：黒川丸　045-781-8720（金沢八景　20名まで）
会　費：￥５,０００（船代　餌　氷）
　お問い合わせ：小泉厚生常務理事 FAX045-846-1057

親睦釣り会親睦釣り会  案内案内

戦
略
的
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
と
し
て
の

戦
略
的
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
と
し
て
の

三
越
伊
勢
丹
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
と
の
協
定
に
つ
い
て

三
越
伊
勢
丹
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
と
の
協
定
に
つ
い
て

鹿
島
　
　
勇（
神
奈
川
歯
科
大
学
理
事
長
）・
槻
木
　
恵
一（
神
奈
川
歯
科
大
学
学
会
会
長
）

神
奈
川
歯
科
大
学
　
神
奈
川
学
外
例
会
　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン



令和5年5月15日 神奈川県神歯大同窓会報 第98号　（４）
　

眞
鍋
雄
太
先
生
、
こ
ん
に
ち

は
。
今
日
は
先
生
に
ど
う
す
れ

ば
モ
ノ
を
お
ぼ
え
ら
れ
る
か
、

ま
た
将
来
認
知
症
に
な
ら
な
い

た
め
に
出
来
る
事
を
伺
い
た
い

と
思
い
ま
す
。
先
生
、
そ
も
そ

も
記
憶
と
は
ど
う
い
う
も
の
な

の
で
す
か
？

　

記
憶
の
情
報
処
理
過
程
は
、

３
ス
テ
ッ
プ
を
基
本
と
し
ま

す
。情
報
の
キ
ャ
ッ
チ（
記
銘
）、

情
報
の
保
存
（
保
持
）、
情
報

の
呼
び
起
こ
し（
想
起
）で
す
。

　

ち
な
み
に
、
想
起
は
ノ
ー
ヒ

ン
ト
で
情
報
を
呼
び
起
こ
す
再

生
と
、
ヒ
ン
ト
が
あ
れ
ば
呼
び

起
こ
せ
る
再
認
に
分
け
ら
れ
ま

す
。
例
え
る
と
、
引
き
出
し
に

物
を
入
れ
る
事
が
記
銘
で
、
引

き
出
し
に
物
を
入
れ
て
お
く
状

態
が
保
持
。
そ
れ
を
取
り
出
す

作
業
が
想
起
で
す
。

　

歯
周
病
はperiodontitis

と
、
ヒ
ン
ト
な
し
に
自
然
と
頭

に
浮
か
べ
ば
再
生
が
良
好
で

す
。
辞
書
で
検
索
し
て
「
そ
う

だ
っ
た
！
」
と
再
認
識
で
き
れ

ば
再
認
で
す
。
保
持
は
さ
れ
て

い
た
け
れ
ど
、
再
生
が
出
来
な

い
状
態
と
言
え
ま
す
。

　

再
認
が
多
い
時
は
頑
張
ら
な

い
と
よ
い
成
績
は
と
れ
な
い
で

す
ね
。

　

ヒ
ト
の
脳
も
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

と
同
じ
よ
う
に
い
く
ら
で
も
保

存
で
き
る
と
い
い
で
す
。

　

ヒ
ト
は
情
報
の
意
味
を
瞬
時

に
評
価
し
て
優
先
順
序
を
つ
け

て
い
ま
す
。
友
達
と
会
話
し
な

が
ら
車
の
運
転
が
で
き
る
の
は

そ
の
お
か
げ
で
す
。
ど
ん
な
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
よ
り
優
秀
な
の
で

す
。

　

記
憶
は
保
持
さ
れ
る
時
間
軸

に
よ
り
分
類
さ
れ
ま
す
。
脳
神

経
科
学
的
に
は
数
十
秒
以
内
の

即
時
記
憶
、
数
分
か
ら
数
か
月

以
内
の
近
似
記
憶
、
数
年
か
ら

数
十
年
前
の
情
報
を
遠
隔
記
憶

と
み
な
し
ま
す
が
、
心
理
学
的

に
は
即
時
記
憶
を
短
期
記
憶
、

近
似
記
憶
と
遠
隔
記
憶
を
長
期

記
憶
と
分
類
し
て
い
ま
す
。
短

期
記
憶
の
記
憶
量
も
、
米
国
の

認
知
心
理
学
者George M

ill
er

が
一
度
に
覚
え
ら
れ
る
課
題

の
用
量
は
7
±
2
と
報
告
し
て

い
る
よ
う
に
、
少
な
く
5
～
9

桁
の
数
字
な
ら
記
憶
可
能
で

す
。

　

認
知
症
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

評
価
で
は
、
無
関
係
な
3
つ
の

単
語
を
覚
え
て
も
ら
い
、
他
の

課
題
を
評
価
し
た
後
に
そ
の
3

つ
を
答
え
て
も
ら
い
ま
す
。
短

期
記
憶
は
海
馬
な
ど
で
処
理
を

さ
れ
、
記
憶
痕
跡
と
し
て
側
頭

葉
や
頭
頂
葉
の
大
脳
皮
質
の
神

経
細
胞
に
保
持
さ
れ
ま
す
。

　

ダ
ジ
ャ
レ
で
覚
え
て
い
た
人

が
い
ま
す
。
な
に
か
効
率
的
な

理
由
が
あ
る
の
で
す
か
？

　

関
連
事
項
を
紐
づ
け
て
塊

（
チ
ャ
ン
ク
）
で
覚
え
れ
ば
、

そ
の
分
だ
け
多
く
の
事
を
記
憶

す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
想

起
す
る
際
も
、
連
想
の
糸
を
手

繰
っ
て
思
い
出
す
こ
と
が
楽
に

出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
さ

ら
に
、対
象
に
視
覚
情
報
や
音
、

ゴ
ロ
（
リ
ズ
ム
）
を
紐
づ
け
て

記
憶
の
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
化
を
行

う
と
、
よ
り
記
憶
し
や
す
く
な

り
ま
す
。
余
計
な
事
を
混
ぜ
る

と
覚
え
る
事
が
増
え
る
よ
う
で

す
が
、
関
連
す
る
事
項
を
塊
で

覚
え
る
。
昔
か
ら
言
わ
れ
る
暗

記
の
コ
ツ
に
は
、
こ
の
よ
う
な

認
知
心
理
学
的
背
景
が
あ
る
の

で
す
。

　

経
験
を
積
む
と
専
門
用
語
も

ス
ム
ー
ズ
に
使
い
こ
な
す
よ
う

に
な
り
ま
す
。
あ
ん
な
に
テ
ス

ト
に
苦
労
し
た
の
で
す
が
、
今

は
当
然
の
様
に
使
っ
て
い
ま

す
。
あ
れ
は
ど
う
し
て
で
す

か
？

　

ひ
と
つ
の
記
憶
を
繰
り
返
し

思
い
出
し
て
い
る
と
、
脳
内
で

の
維
持
リ
ハ
ー
サ
ル
に
よ
り
短

期
記
憶
化
さ
れ
ま
す
。
生
理
生

化
学
的
に
は
、
記
憶
の
ネ
ッ
ト

を
構
成
す
る
シ
ナ
プ
ス
に
器
質

的
変
化
が
お
き
て
、
神
経
伝
達

物
質
の
出
口
や
受
入
口
が
増
え

て
き
ま
す
。
す
る
と
前
の
神
経

細
胞
か
ら
次
の
神
経
細
胞
に
容

易
に
神
経
伝
達
物
質
が
移
動
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

信
号
が
伝
わ
り
に
く
い
シ
ナ

プ
ス
の
部
分
が
効
率
化
さ
れ
る

の
で
電
気
信
号
が
伝
わ
り
や
す

く
、
記
憶
が
想
起
で
き
る
わ
け

で
す
ね
。

　

そ
れ
か
ら
長
期
記
憶
は
『
陳

述
記
憶
』
と
『
手
続
き
記
憶
』

に
別
け
ら
れ
ま
す
。
陳
述
記
憶

は
経
験
と
学
習
に
よ
っ
て
記
憶

化
さ
れ
た
事
実
や
知
識
で
す
。

こ
れ
は
『
エ
ピ
ソ
ー
ド
記
憶
』

と
『
意
味
記
憶
』
に
別
け
ら
れ

ま
す
。

　

エ
ピ
ソ
ー
ド
記
憶
は「
昨
日
、

訪
問
の
歯
医
者
さ
ん
が
来
た
」、

「
10
年
前
の
地
震
は
す
ご
か
っ

た
」
と
か
の
言
語
化
さ
れ
た
記

憶
で
す
。
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病

の
患
者
さ
ん
は
、
早
期
よ
り
こ

の
記
憶
が
障
害
さ
れ
ま
す
。

　

正
常
な
物
忘
れ
と
認
知
症
の

物
忘
れ
は
何
処
が
違
う
の
で
す

か
。

　

会
っ
た
人
に
「
私
を
お
ぼ
え

て
い
ま
す
か
？
」
と
問
わ
れ
て

も
分
か
ら
な
い
事
が
あ
り
ま

す
。「
い
つ
、
ど
こ
ど
こ
で
会

い
ま
し
た
」と
言
わ
れ
る
と「
あ

あ
、
あ
の
時
の
〇
〇
さ
ん
で
す

か
」
と
思
い
出
し
ま
す
。
こ
の

場
合
、
記
銘
と
保
持
は
出
来
て

い
た
け
ど
想
起
の
中
の
再
生
が

ダ
メ
で
、
再
認
は
問
題
な
い
と

言
う
こ
と
で
す
。

　

認
知
症
の
物
忘
れ
は
記
憶
の

記
銘
と
保
持
の
障
害
で
す
。
そ

こ
の
記
憶
が
ポ
ッ
カ
リ
と
抜
け

落
ち
て
し
ま
い
思
い
出
す
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
加
齢

に
よ
る
記
憶
障
害
は
最
近
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
を
覚
え
ら
れ
な
い
と

い
っ
た
障
害
で
す
。

　

意
味
記
憶
は
特
定
の
日
時
や

場
所
等
と
関
係
の
な
い
記
憶

で
、
日
常
生
活
で
使
わ
れ
て
い

る
一
般
の
知
識
や
人
の
名
前
、

言
葉
の
意
味
で
す
。

　

久
し
ぶ
り
で
も
歯
科
用
印
象

材
の
練
り
方
を
覚
え
て
い
ま

す
。

　

そ
れ
が
『
手
続
き
記
憶
』
で

す
。自
転
車
に
乗
れ
る
、ス
ケ
ー

ト
が
で
き
る
と
い
う
よ
う
な
手

技
に
よ
っ
て
獲
得
し
た
技
能

的
、
技
術
的
記
憶
で
す
。
こ
の

記
憶
は
認
知
症
が
進
ん
で
も
長

く
保
た
れ
ま
す
。

　

根
管
治
療
に
際
し
ラ
バ
ー
ダ

ム
防
水
の
準
備
を
し
ま
す
。
ラ

バ
ー
シ
ー
ト
や
ク
ラ
ン
プ
は
覚

え
て
い
る
の
で
す
が
、
そ
の
ク

ラ
ン
プ
を
と
め
る
ホ
ー
セ
ッ
プ

ス
と
い
う
の
を
忘
れ
ま
す
。
ど

う
し
て
で
す
か
？

　

複
数
の
記
憶
を
取
り
出
し
、

そ
れ
ら
の
関
係
を
処
理
す
る
た

め
に
一
時
的
に
情
報
を
保
持
す

る
シ
ス
テ
ム
を
『
ワ
ー
キ
ン
グ

メ
モ
リ
ー
（
作
動
記
憶
）』
と

い
い
ま
す
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と

同
じ
シ
ス
テ
ム
が
ヒ
ト
の
脳
に

も
あ
り
ま
す
。
付
箋
を
貼
る
よ

う
な
機
能
で
す
。
付
箋
が
上
手

く
貼
れ
な
い
、
ま
た
、
同
じ
前

頭
葉
機
能
に
含
ま
れ
る
注
意
の

ド
メ
イ
ン
が
機
能
低
下
し
て
も

質
問
の
よ
う
な
現
象
が
ひ
き
お

こ
さ
れ
ま
す
。

　

例
え
ば
調
理
を
す
る
時
に
冷

蔵
庫
に
あ
る
食
材
を
思
い
出

す
、そ
れ
ら
の
カ
ッ
ト
の
仕
方
、

鍋
に
入
れ
る
順
番
、
加
熱
後
の

色
の
変
化
、
鍋
か
ら
の
音
や
熱

を
感
じ
て
、
調
味
料
の
種
類
と

量
等
を「
ど
う
だ
っ
た
か
な
ぁ
」

等
と
思
い
出
し
な
が
ら
長
期
記

録
か
ら
引
き
出
し
、
作
業
記
憶

に
一
時
的
に
保
管
し
、
五
感
か

ら
得
た
情
報
を
基
に
行
う
作
業

を
瞬
時
に
判
断
し
て
い
ま
す
。

根
管
治
療
の
時
も
同
じ
で
す
。

　

ワ
ー
キ
ン
グ
メ
モ
リ
ー
は
前

頭
前
野
に
あ
り
ま
し
た
ね
。
た

し
か
コ
ラ
ム
構
造
を
し
て
い
ま

し
た
。

　

そ
う
で
す
。
ワ
ー
キ
ン
グ
メ

モ
リ
ー
は
前
頭
前
野
の
大
脳
皮

質
が
中
枢
に
な
り
ま
す
。
ま
た

コ
ラ
ム
構
造
は
他
の
大
脳
皮
質

で
も
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
コ
ラ
ム
構
造
は
た
く
さ

ん
の
神
経
細
胞
が
重
な
っ
て
、

６
つ
の
層
を
形
成
し
て
い
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
が
複
雑
に
連
絡

を
取
り
合
っ
て
情
報
を
処
理

し
、
判
断
を
し
て
い
ま
す
。
若

年
者
に
比
べ
て
高
齢
者
の
コ
ラ

ム
構
造
で
は
神
経
細
胞
が
少
な

く
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
層

構
造
全
体
と
し
て
は
成
り
立
っ

て
い
る
の
で
、
能
率
は
悪
い
で

す
が
情
報
の
処
理
は
行
え
ま

す
。
と
こ
ろ
が
認
知
症
が
進
む

と
一
部
の
細
胞
が
ま
と
ま
っ
て

無
く
な
っ
て
し
ま
い
、
層
構
造

が
成
り
立
た
な
く
な
り
ま
す
。

　

先
生
は
「
未
病
の
段
階
で
徹

底
的
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
れ
ば

Ａ
Ｄ
（
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
）

発
病
を
防
ぐ
事
が
で
き
る
」
と

お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
す
。実
際
、

海
外
で
は
認
知
症
発
生
率
の
減

少
が
報
告
さ
れ
て
い
る
よ
う
で

す
ね
。

　

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
研
究
で
は

10
年
間
に
男
性
の
有
病
率
が
6

割
低
下
し
て
い
ま
す
。
英
国
で

は
20
年
間
に
男
性
が
4
割
、
女

性
が
2
割
低
下
し
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
認
知
症
有
病
率
の
低

下
は
学
歴
が
高
卒
以
上
の
人
に

の
み
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
生

活
習
慣
病
へ
の
予
防
の
取
り
組

み
が
知
識
レ
ベ
ル
に
よ
っ
て
差

が
生
じ
、
そ
れ
が
認
知
症
の
有

病
率
に
差
が
出
来
た
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

　

糖
尿
病
は
Ａ
Ｄ
の
有
意
な
危

険
因
子
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
糖

尿
病
の
悪
化
を
遅
ら
せ
る
努
力

を
し
た
人
は
Ａ
Ｄ
に
な
り
に
く

か
っ
た
。
ま
た
、
高
血
圧
の
人

は
脳
血
管
性
認
知
症
発
症
リ
ス

ク
が
高
い
。
こ
れ
を
適
切
に
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
出
来
た
人
は
こ
の

認
知
症
に
は
な
り
に
く
い
で

す
。
つ
ま
り
生
活
習
慣
病
が
認

知
症
の
原
因
で
あ
る
事
を
知
っ

て
、
そ
の
対
策
を
行
っ
て
来
た

人
達
の
認
知
症
有
病
率
が
減
っ

て
き
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

高
血
圧
、
高
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
、
糖
尿
病
等
は
血
管
を
老
化

さ
せ
、
そ
れ
に
引
き
起
こ
さ
れ

る
脳
梗
塞
な
ど
に
よ
り
脳
血
管

性
認
知
症
を
お
こ
し
ま
す
。
ま

た
、
脳
の
神
経
細
胞
に
ダ
メ
ー

ジ
を
与
え
、
Ａ
Ｄ
も
発
症
し
や

す
く
な
り
ま
す
。

　

小
腸
や
腎
臓
の
毛
細
血
管
は

内
皮
細
胞
に
穴
が
あ
り
、
肝
臓

や
腎
臓
で
は
内
皮
細
胞
と
隣
の

内
皮
細
胞
の
間
に
隙
間
が
あ
り

ま
す
。
し
か
し
脳
の
毛
細
血
管

の
内
皮
細
胞
に
は
穴
も
隙
間
も

な
く
接
し
て
い
ま
す
。
血
管
の

内
皮
細
胞
は
他
の
細
胞
と
同
じ

脂
質
の
二
重
構
造
で
、
特
殊
な

運
搬
分
子
に
結
合
し
た
グ
ル

コ
ー
ス
や
脂
溶
性
の
物
質
だ
け

が
通
過
で
き
ま
す
。
大
き
な
分

子
や
水
溶
性
の
物
質
は
通
過
で

き
ま
せ
ん
。
脳
の
毛
細
血
管
が

傷
つ
け
ば
脳
梗
塞
を
起
こ
し
て

も
お
か
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

高
血
圧
、
高
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
、
糖
尿
病
を
防
ぐ
に
は
食
事

が
重
要
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

Ｄ
Ｈ
Ａ
（
ド
コ
サ
ヘ
キ
サ
エ

ン
酸
）
や
Ｅ
Ｐ
Ａ
（
エ
イ
コ
サ

ペ
ン
タ
エ
ン
酸
）
の
多
い
サ
バ

や
イ
ワ
シ
な
ど
の
青
魚
、
ビ
タ

ミ
ン
Ｅ
を
多
く
含
む
ア
ー
モ
ン

ド
、
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
、
ウ
ナ
ギ
な

ど
は
認
知
予
防
に
良
い
食
材
で

す
。
他
に
は
牡
蛎
、
豚
肉
、
緑

黄
色
野
菜
、オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
、

米
糠
、
味
噌
、
コ
コ
ナ
ッ
ツ
オ

イ
ル
な
ど
も
い
い
で
す
。

　

お
酒
は
い
か
が
で
す
か
？
量

を
減
ら
し
て
い
る
歯
科
医
師
が

多
い
の
で
す
が
、
ま
だ
減
ら
さ

な
い
と
い
け
な
い
の
で
し
ょ
う

か
？

　

ア
ル
コ
ー
ル
の
心
身
へ
の
影

響
は
お
酒
を
飲
む
量
で
は
な

く
、
ア
ル
コ
ー
ル
の
摂
取
量
で

決
ま
り
ま
す
。
お
酒
の
適
量
飲

酒
は
認
知
症
予
防
に
効
果
が
あ

り
ま
す
。
ア
ル
コ
ー
ル
摂
取
量

が
一
日
に
一
般
男
性
で
20
ｇ
以

内
、
女
性
及
び
高
齢
者
で
10
ｇ

以
内
に
お
さ
ま
っ
て
い
れ
ば
健

康
な
量
と
い
え
ま
す
。

　

節
度
あ
る
飲
酒
量
と
し
て
国

が
提
示
し
て
い
る
「
１
単
位
」

も
一
日
20
ｇ
で
す
。
日
本
酒
一

合
の
ア
ル
コ
ー
ル
量
は
お
よ
そ

21
・
6
ｇ
で
す
。

　

過
剰
な
摂
取
を
避
け
て
ほ
し

い
の
は
脂
身
の
多
い
肉
、
オ
メ

ガ
6
脂
肪
酸
（
リ
ノ
ー
ル
酸
の

多
い
油
な
ど
）
を
過
剰
に
使
っ

た
料
理
で
す
。

　

リ
ノ
ー
ル
酸
は
お
肌
に
い
い

と
言
わ
れ
ま
す
が
過
剰
に
摂
取

す
る
と
血
液
凝
集
作
用
や
炎
症

を
惹
起
す
る
ア
ラ
キ
ド
ン
酸
の

生
成
を
促
進
さ
せ
ま
す
。

　

先
生
は
脳
を
鍛
え
、
活
性
化

す
る
効
果
が
あ
る
と
言
わ
れ
て

い
る
ゲ
ー
ム
類
は
、
認
知
症
予

防
と
い
う
観
点
か
ら
み
る
と
、

実
は
あ
ま
り
意
味
が
な
い
と

お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
す
ね
。

　

問
題
を
自
分
ひ
と
り
で
解
い

て
そ
れ
で
終
わ
り
と
い
う
自
己

完
結
型
の
た
め
、
脳
に
快
適
な

刺
激
が
つ
た
わ
ら
な
い
の
で

す
。
ひ
と
り
で
や
る
編
み
物
も

意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
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